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市内の小学生を対象に、「主体的・対話的で深い学びのきっかけづくり」と「社会参加の
きっかけづくり」の場と機会を提供するため、夏休み期間を活用し、民間企業や団体、大
学、公的機関（以下、企業・団体等）などの協力を得て、多様な体験学習プログラムを実
施します。 
 また、一部のプログラムでは、横浜市が公募する「学生サポーター」を運営補助役とし
て配置することで、市民活動の新たな担い手として期待される若者の人材育成を図ります。 

＜子どもアドベンチャーカレッジ実施体制＞ 

Ⅰ 子どもアドベンチャーカレッジとは 

教
育
委
員
会

企業・団体等 

児 童 

体験学習プログラム 

大
学
生

募集・説明会 

応募 

募集 
研修会 

応募 

 
学生 

サポーター

学校等を通じた広報 

企画・運営 

参加 

運営補助等 

～  体験学習プログラムのポイント  ～ 
主体的・対話的で深い学びのきっかけとするため、次の要素を各プログラムに盛り込んでいます。 

 子どもたちの学ぶ意欲を高めるための講話を実施
（学校で学んだことや体験したことが、現在の仕事や活動に
どう生かされているか等） 

 子どもたちが対話を通じて主体性を高められるよう、グルー
プディスカッションや、体験を通じた気づきや感想を共有す
る振り返り会など、子どもたちの発言の機会を確保

振り返り会の様子 
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１ プログラム実施者（企業・団体等）の募集
【募集期間】令和５年２月 24日（金）～令和５年３月 24日（金） 
【説 明 会】令和５年５月 30日(火)（オンライン開催） 

２ 学生サポーターの募集
【募集期間】令和５年４月 24日（月）～令和５年５月 31日（水） 

  【説 明 会】令和５年５月 23日（火）（オンライン開催） 
  【活動内容】➀ 学生サポーター研修会（令和５年６月 14日（水）） 

・企業・団体等と調整を行う上で必要な知識やビジネスマナーの学習
・先輩サポーターの体験談

➁ 企業・団体等との事前個別打合せ
➂ プログラムの運営補助（当日）

会場誘導、受付、グループディスカッション・振り返り会の進行等
➃ 学生サポーター振り返り会（令和５年８月 23日（水））

学生サポーターによる自主企画（任意参加）

３ プログラム参加者（児童）の募集
【募集期間】令和５年６月 20日（火）～令和５年７月 20日（木） 

  【周知方法】➀ 横浜市立小学校３～６年生（約 12万人）に対して、学校を通じて 
広報用チラシ（３～４ページ）を配布 

➁ 横浜市ウェブサイト、教育委員会 X（旧 Twitter）での情報発信
  【申込者数】6,721人 
  【当選者数】1,859人 

【開催日】 令和５年８月 16日（水）、17日（木） 
【主  催】 横浜市教育委員会 

（事務局：横浜市教育委員会事務局生涯学習文化財課） 
【対象者】 市内在住または在学の小学３～６年生 
【実施場所】 市内各所 
【参加方法】 事前申込制（応募者多数の場合抽選） 
【参加費】 原則無料（一部プログラムでは、材料費等の実費負担あり） 
【プログラム数】 42プログラム（企業・団体 20、外郭団体８、市役所 14） 
【参加児童数】 1,458名     【学生サポーター】 17名 
※プログラムにより、日時・場所・対象学年・定員が異なります。
各プログラムの詳細は、95ページ「プログラム一覧（詳細）」を参照ください。 

Ⅱ 子どもアドベンチャーカレッジ 2023開催実績 
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４ 広報用チラシ（表面）                                                  
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５ 広報用チラシ（裏面、プログラム一覧）
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１ 参加者向けアンケート（回答数：250）                                                         

（1）回答者の属性（学年） 

 

 

 

 

（2）体験の感想として、あてはまるものを選んでください。（複数選択可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3）来年も参加したいですか。 

 
 

 
 
 

 
 

Ⅲ 子どもアドベンチャーカレッジ 2023アンケート結果 

2.8%

6.4%

32.4%

42.8%

67.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

あてはまるものがない

その他

学校で勉強していることが将来
色々なかたちで役に立つことがわかった

体験したことについて
もっと調べたいと思った

体験したことについて、
家族や友達などに伝えたいと思った

3年生
30.4%

4年生
20.0%

5年生
36.0%

6年生
13.6%

はい, 94.0%

いいえ, 6.0%
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（4）子どもアドベンチャーカレッジのことを、どのように知りましたか。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

（5）自由意見（抜粋） 

・実際に触ったり体験することができてとても良かった。最後に発表もあって、みんな
の意見が聞けてよかった。自由研究にしたい。 

・初めての人と会話をしたり、発表が出来たりして良かった。 
・質問に分かりやすく､穏やかに説明してくれた。 自分から質問がしやすい環境だった。 
・開催日程を増やしてほしい。 
・定員を増やして当たりやすくしてほしい。 
・子どもだけでなく親にとっても勉強になるプログラムだった。 一方的に説明を聞くだ
けではなく、様々な体験ができるよう内容も工夫されていると思った。 

・子どものうちに様々な職種を理解したり、体験したりできると、将来の夢を選ぶ選択
肢が増えると思うし、環境や世界のことを考える良い機会になると思う。 

・地域社会や子どもたちへのボランティア精神あふれる参加企業の取り組みを、素晴ら
しいと思った。 

・振り返り会の発表は、児童にとって良い経験になると思った。 
 
 
 
 
 
 
 

83.6%

12.4% 11.6% 10.4%
4.4%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

学校からのチラシ 家族から ホームページ 広報よこはま その他
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２ 企業・団体等向けアンケート（回答数：42）                   

（1）参加児童の発言の機会（振り返り会等）を設けたことの満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

    

【回答理由（自由記述、抜粋）】 
・児童の考えや感想を直接聞くことができ、一方的に説明するよりもお互いの理解
度が増し、活発な意見交換をすることができたから。 

・初めて会った児童同士がうまく話し合えるか不安だったが、学年の違う児童が同
じ課題について話し合い、解決していくことができたから。 

・人前で発言するということで、緊張感もあり、学んだ内容を発言することでより
深く理解できたのではないかと思う。 

・「本当に楽しんでくれているのか？理解してくれているのか？」と疑問に思うよ
うな態度や素振りをしていた子供が、実は立派な意見を持っているということが
驚きで、それは発言の機会を設けたからこそ分かった。 

・学生サポーターが話しやすい雰囲気を作り、児童が積極的に発言できたとても良
い振り返りの会だったから。 

・学生サポーターにとっても、年下の子どもたちとのコミュニケーションや、大勢
の前で話すなど、内面的成長に役立つと思うから。 

・時間が短い中で、振り返り会を開催するのが難しいところがあった。 
・初めての参加で、子供たちの積極性が違い上手く引き出せなかった。次回参加す 
る際は、出来るだけ積極的に発言してもらうようなスタイルにしたい。 

 

  

満足, 
78.6%

やや満足, 
9.5%

どちらともいえない, 
11.9%

やや不満, 0%不満, 0%
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（2）学生サポーター受入れの満足度 
（学生サポーター受入れ企業・団体等のみ回答） 

 
 
 
 
 
 

【回答理由（自由記述、抜粋）】 
・率先して作業の手伝いに関わってくれ、振り返り会もしっかり準備してくれた。 
・全体的にとても意欲的な活動をしていたように見て取れたし、児童に合わせた対
応や言葉遣いなど、こちらの指示以上に意識して行うなど、相手の立場に立った
話し方などを工夫して行っていたから。 

・職員と一緒に活動してもらったが職員に遠慮して一歩引いていたかもしれない。 
 

（3）次回の参加意向 

 

 

 
 
 

【回答理由（自由記述、抜粋）】 
・子どもアドベンチャーカレッジへの参加を通じて、通常業務とは離れ、全部署が
何らかに関わり、取り組めたことは良かったから。 

・児童に仕事の理解を深めてもらう機会にもなるし、自社の社員教育の場、対外的
な会社 PRにもなるから。 

・将来を担う子どもたちに、建築の仕事と魅力を知ってもらう絶好の機会だから。 
・参加児童の反応などから、誰に、どうやって伝えるかを意識することの大切さを
改めて感じることができ、業務を見直すよい機会となったから。 

・小学生に対して独自に講座を実施するのは難しいため、子どもアドベンチャーカ
レッジに参加することによって、それが可能となるから。 

・（本事業は平日開催だが）独自のアンケート結果では、休日開催の希望が多かった。  
・屋外施設なので、時期的に熱中症の危険度が大きすぎる。 

 

満足, 
85.0%

やや満足, 
10.0%

やや不満, 5.0% どちらともいえない, 0%
不満, 0%

参加したい, 
92.9%

参加しない, 7.1%
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３ 学生サポーター向けアンケート（回答数 14）                   

（1）総合的な満足度 

 
 
 
 
 

 

【回答理由（自由記述、抜粋）】 
・受け入れ先の社員さんたちと行動し、適切な言葉や行動を常に気にするというこ 
とが普通に生活していて無かったため、とても貴重な経験だった。 

 ・就職活動にも活かせる力がつけられたと思う。 
・振り返り会は特に企画力を試されているようで、初めは緊張したが、社員の方にも 
協力いただき、内容を練って成功した時の達成感は今まで感じたことがなかった。 

 ・（プログラムに関わる人と）互いに意見を述べながら最善のプログラムになるよう
に協力し合えたと感じているから。 

 ・子どもたちの「楽しかった」「また参加したい」「自由研究の課題にしたい」という
感想から、良いイベントにすることができたと感じた。 

 ・学びが多かったが、もう少し役割に負荷があると良かった。 
 

（2）児童との交流や学びの支援に関する満足度 

 

 

 

 

【回答理由（自由記述、抜粋）】 
・子供が苦手で密に関わることを避けていたが、いざ関わってみると、とてもかわ 
いくてもっと関わりたいと思うようになった。 

   ・自分の考えた企画を「楽しかった」と言ってもらえた。 
   ・時間が限られてしまっているため、子どもに深く関わることが難しかった。 
   ・子どもたちに積極的に話しかけることが出来なかった。 

満足, 
50.0%

やや満足, 
50.0%

どちらともいえない, 0%
やや不満, 0%

不満, 0%

満足, 
21.4%

やや満足, 
78.6%

どちらともいえない, 0%
やや不満, 0%

不満, 0%
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（3）企業・団体等との関わりの満足度 

 

 

 

【回答理由（自由記述、抜粋）】 
・働いている人がどのように打ち合わせを行い、企画を運営し、また休憩をとって
いるか、裏の部分をたくさん見ることができた。 

・プレゼンでの時間調整や質疑応答など、企業の方々のスキルに圧倒される部分が
多く、どんな力を付けておいた方が良いかをよく知ることが出来た。 

・ビジネスマナーやメール・電話のやりとりなどを再確認することができた。 
・社会人も目前にし、私自身恐れずに責任を持って発言・提案し、行動できた。 

 

（4）子どもアドベンチャーカレッジに参加してよかったこと（複数選択可） 
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ものの見方、考え方が広がった

子どもたちの役に立てた

達成感や満足感を得られた
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 不用になった素材で工作しよう︕
　　　　　アップサイクル体験︕
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No.29  食の多様化について。
ホテルシェフと一緒に調理＆試食を楽しもう

一般社団法人全日本司厨士協会関東総合地方本部神奈川県本部
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No.30 スポーツチームのお仕事を体験してみよう!

企業・団体等名 横浜市にぎわいスポーツ文化局スポーツ振興課（協力：横浜DeNAﾍﾞｲｽﾀｰｽﾞ、
Y.S.C.C.、横浜FC、横浜F・ﾏﾘﾉｽ、横浜ｴｸｾﾚﾝｽ、横浜ｷﾔﾉﾝｲｰｸﾞﾙｽ ）

実施日時・回数 ８月16日（水）、８月17日（木） ３回ずつ計６回実施

実施会場 横浜市役所１階市民協働スペースAB

参加児童数/保護者同伴数 137人／134人

プログラム内容
※体験したことを記載
（150字程度）

スポーツチームのスタッフの皆様を講師に迎え、試合会場の見えないとこ
ろで行われている仕事、試合以外の場面で行われている仕事など、様々な
チームのお仕事についてお話いただき、オリジナルグッズを作成したり、
ファンを増やすアイデアを考えたりしてもらいました。

★参加児童の主な感想・意見

・スポーツチームのスタッフの人たちがどんな仕事
をしているのかを知ることができました。

・スタジアムにお客さんを呼ぶイベントや選手と
したいことを考えるのは難しかったけど、みんな
で話せて楽しかったです。

・みんなの前で発表するのは緊張したけど、やって
みて良かったです。

・スタッフのお仕事だけではなく、競技にも興味を
持つことができました。

・スポーツチームは、選手だけでなく、色々な職業
の人達で構成されていることがわかりました。

★企業・団体等の感想・意見

・仕事内容に関する説明が少し難しくなり過ぎたの
で、座学は程々に実践に寄ったプログラムを今後
検討できればと思います。

・実施場所にこだわらないのであれば、実際の試合
会場が見れたり、「バックステージ」でのお仕事
体験ができると、お子さまにとってはイメージが
しやすいのかなと感じました。

・プロサッカー選手という夢を掴むまでの話、そし
て引退後クラブスタッフとして携わっている広報
の仕事がどのような仕事なのか、新聞づくりを通
じて伝えることのできた貴重な機会となりました。

・みんなで作った新聞はポイントを押さえた素晴ら
しい出来栄えで、子どもたちにとっても私たちに
とっても充実した時間になったと感じています。
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グループで作成した新聞を発表する様子

Y.S.C.C.のスタッフさんのお仕事について学ぶ様子 横浜キヤノンイーグルスのグッズの作り方を聞く様子

横浜FCの講師の方に関する新聞を作成する様子

横浜エクセレンスの応援グッズを作成する様子 横浜Ｆ・マリノスのプログラム様子

横浜DeNAベイスターズのファンを増やす方法を考える様子 グループで考えたファンを増やす方法を発表する様子
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No.36 横浜市の友好交流自治体
道志村と昭和村を体験だ!

企業・団体等名 横浜市政策局広域行政課、横浜市水道局広報課、山梨県道志村、群馬県昭和村

実施日時・回数 ８月16日（水）午前１回、午後１回計２回実施

実施会場 横浜市役所アトリウム

参加児童数/保護者同伴数 28人／28人

プログラム内容
※体験したことを記載
（150字程度）

＜昭和村＞昭和村の紹介、リモート農業体験
＜道志村＞水源涵養林実験、道志村の紹介、間伐材を使ったパズル

★参加児童の主な感想・意見
・一日にトウモロコシを千本取れるなんてすごいと
思った。

・道志村は、温泉や釣りに行ったことがあったけど、
まだまだ知らない魅力があることが分かった。

・道志村は、学校で校外学習で行ったけどさらに知
ることができた。

・パズルが楽しかった。難しかったけど楽しかった。
木のパズルが道志村の木からできていることに驚
いた。

・（崎陽軒の）お弁当の箱に木の素材が使われてい
ることを初めて知った。

・環境に気を付けたもの（製品）がある。自然から
いろいろなものが作られていることを知った。

・蚕の話が勉強になった。繭が綺麗だった。
・涵養林の水の実験が面白かった。
・道の駅めぐりしたいと思った。
・それぞれの村の人から話を聞けて、想いを知るこ
とができた。

＜昭和村＞リモート農業体験

＜道志村＞水源涵養林の実験
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★学生サポーターの主な感想・意見
・感想：自身の自治体である横浜市の事業に関われ
て非常に貴重な経験となった。楽しく参加できて、
学生サポーターに応募してよかったと心から思った。

・気づいた点：進行を行う上での考慮することの多さ
に気づきがあった。多くのことに意識を向けなけれ
ばいけないことを実感した。

・今度この経験をどう生かそうと思うか：今回の経験
を通し、進行を滞りなく行うことの難しさを認識し
た。この経験から、入念な準備だけではなく、当日
のイレギュラーな状況への対処方法まで考えておく
必要性を学び、生かしたいと思った。

＜道志村＞間伐材を使ったパズル 振り返り会

パズルの様子を見ているところ

★企業・団体等の感想・意見
・リモート農業にはまだまだ課題がたくさんあるが、
実際の畑を子どもたちに体験して貰うことは大変貴重
なため可能な限り継続して実施したい。
・涵養林の実験及びパズル遊びは楽しく学びながら参
加することができるため、子ども達の満足度が高く感
じた。
・道志村と昭和村を多くの方に知ってもらう良い機会
となった。これをきっかけに多くの方に訪れてもらい
たい。
・学生サポーターに参加してもらえて本当に良かった。

振り返り会

＜政策局＞友好交流の話 ＜水道局＞水源涵養林の実験と話
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No.37
企業・団体等名 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

実施⽇時・回数 ８⽉16⽇（⽔）、８⽉17⽇（⽊） 2回ずつ計4回実施

実施会場 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 横浜あんしんサポートセンター
研修室、会議室

参加児童数/保護者同伴数 35⼈／34⼈

プログラム内容
※体験したことを記載

（150字程度）

１．受信体験前に「コミュニケーターのマナー」を説明。発⽣練習、
電話応対の第⼀声を練習。

２．プロジェクターを⽤い社員がお客様とコミュニケーター役で
デモンストレーション。

３．事故受付端末を使⽤し受信体験。
４．学⽣サポーター主催の振り返りの会。

コールセンターお仕事体験︕ もしも⾃動⾞事故がおきたら︖

★参加児童の主な感想・意⾒
・電話の対応は難しかったけれど、慣れてくると対

応の仕⽅が分かって楽しくなった。電話対応が難
しかった時、優しく教えてくれて、そのお陰で電
話の仕事の事がよく知れた。

・初めてコールセンターで電話をして、もしもの時
にあんな⾵に話してくれたら安⼼できていいなと
思った。

・コールセンターはどんな所かよく分かりました。
・このお仕事体験をしたお陰で、ローマ字がもっと

分かるようになった気がする。
・私はパソコン操作が好きで、電話対応やパソコン

操作ができてとても楽しかったです。印刷した紙
を⾒るのも楽しかったです。

・事故受付票を書いたり打ったりするのが⾯⽩かっ
た。それに事故受付票をもっといい事故受付票に
するために、メモを取ったりしたのが楽しかった。

・なかなかつけないヘッドフォンをつけて電話対応
するのがちょっと難しかったけど、楽しかった。

・お兄さんやお姉さんと電話をするのが楽しかった。
キーボードで⽂字を打つのが難しかった。所⻑さ
んに「相⼿を気遣ってあげる事が⼤切」と教えて
もらいました。勉強になりました。

参加児童の写真①
・位置は⾃由
・キャプション（写真の説明）を右下に記載してください
・掲載許可済であればモザイク不要（もしくは後ろ姿）
・体験している内容や様⼦がわかる写真を掲載してくださ
い

○○を○○する様⼦

○○を○○する様⼦

電話終了後の⼊⼒の様⼦

親⼦で電話応対する様⼦
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参加児童の写真③
・位置は⾃由
・キャプション（写真の説明）を右下に記載

してください
・掲載許可済であればモザイク不要

（もしくは後ろ姿）
・体験している内容や様⼦がわかる写真を

掲載してください

参加児童の写真④
・位置は⾃由
・キャプション（写真の説明）を右下に記載して

ください
・掲載許可済であればモザイク不要（もしくは

後ろ姿）
・体験している内容や様⼦がわかる写真を掲載

してください

★学⽣サポーターの主な感想・意⾒
・⼦どもたちにとっても、私にとっても⾮常に貴重

な経験ができてうれしかったです。
・コールセンターや保険会社というものに関わりが

なく、また10 ⼈前後の⼦どもたちを相⼿に活動
することがはじめてであり、私⾃⾝とても緊張し
ていました。しかしみなさまに暖かく迎えていた
だき緊張をほぐすことができました。
活動中の⼦どもたちの様⼦をみていると、はじめ
は緊張していましたが、次第に緊張がほぐれ“楽
しかった”、“⾯⽩い”という表情が現われてきました。

学⽣サポーター
活動中の写真（１〜２枚）

・位置は⾃由
・キャプション（写真の説明）を右下に記載して

ください
・モザイク不要

会話しながらパソコン操作をする様⼦ スクリプトをみながら受信の様⼦

振り返りの会

企業・団体等の皆様の
活動中の写真（１〜２枚）

・位置は⾃由
・キャプション（写真の説明）を右下に記載してください

○○を○○する様⼦

★企業・団体等の感想・意⾒

・業務中は地域の皆様と直接ふれ合う事があまり
ありませんが、⼦どもアドベンチャーカレッジ
に参加させていただき、地域の皆様とふれあい、
地域貢献に対する意識が⾼まりました。
参加された⼦ども達からは「また来たい」「勉
強になった」「優しく教えてもらった。ここで
働きたいと思いました」等の意⾒、保護者の
⽅々からも「⼦どもが学べる良い機会だった」
との感想をいただき、⼦どもアドベンチャーカ
レッジの事業趣旨に則ったプログラムを実施で
きたと思います。
今後もこの活動に参加させていただきたいと考
えております。

企業・団体等の皆様の
活動中の写真（１〜２枚）

・位置は⾃由
・キャプション（写真の説明）を右下に記載してください

○○を○○する様⼦発声練習をする様⼦

事故受付センターについて説明する様⼦
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No. 会場（区） 実施時間（16日㊌） 実施時間（17日㊍） プログラム プログラム内容 企業・団体等名称 対象者 定員

1 青葉 13時30分～16時30分 13時30分～16時30分 消防隊員になってみよう!

実際に消防隊員が使っている道具（ホース、空気呼吸器、
防火衣など）を使って、消防隊員の活動を体験してみま
しょう。
起震車（地震を体験する車）体験、ホースを伸ばしてから
の放水体験、救急体験もあります。

横浜市青葉消防署 小５～小６
各回15名
計30名

2 青葉 13時～15時 13時～15時
リユースって何?

クルマのパーツを生き返らせて商品にしよう!

3R（リデュース・リユース・リサイクル）のうちの「リ
ユース」についてクイズ形式でお勉強をします。
リユースについて学んだあと、実際にクルマやバイク・自
転車のパーツをキレイにして、お店に並べられるようにす
るまでのお仕事を体験できます。
実際にレースで使用していた車の運転席に座れるか
も、、!?

株式会社アップガレージグループ 小３～小６
各回20名
計40名

3 旭 ― 13時30分～15時30分 地面の下の大迷宮　江戸時代から続く日本の下水道
クイズや実験を交えた下水道のお話と、下水道のロボット
で下水道の中を見てみよう

管清工業株式会社
（横浜市中大口径包括JV）

小３～小６ 15名

4 泉 13時30分～15時 13時30分～15時 ドキドキ消防救急体験
泉消防署で消防車、救急車をみて、さわって、消防士や救
急隊員の話を聞いて、命の大切さと守ることの難しさを感
じる時間です。

横浜市泉消防署 小５
各回10名
計20名

5 磯子 10時30分～12時 ― 「科学」ってなんだ?
意外とひろい?!「科学」の世界を、手を動かしながら体
験したり、 科学館のお仕事について紹介したりします。

はまぎん こども宇宙科学館 小３~小６ 12名

6 磯子 ― 12時50分～17時 病院のお仕事体験ツアー

病院というと誰をイメージしますか?「お医者さん」や
「看護師さん」をイメージする人が多いと思いますが、病
院にはいろいろな人が働いています。
病院で働いている人からお話を聴き、普段見ることができ
ない場所を見学し、仕事で使っているものを触り、病院の
お仕事を学ぶことができます。

横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 小５～小６ 20名

7 磯子 10時30分～12時 ― 「まいぎり」を使って火起こしを体験しよう!
古代の火起こし道具「まいぎり」を使って火の起こし方を
体験します。昔の人々がどのように火を得ていたのか学び
ましょう。

横浜市三殿台考古館 小３～小６ 15名

8 神奈川 10時～12時 10時～12時 動物愛護センターのお仕事を学ぼう!
センター職員のお話を聞いて、動物愛護センターのお仕事
を楽しく学んでみませんか。クイズやマイクロチップの読
み取り体験もできます。

横浜市医療局動物愛護センター 小５～小６
各回50名
計100名

9 金沢 13時～15時 ― 元気のヒミツの探し方 ～大事なサインを見つけよう～

皆さんは、私たちの体からたくさんのヒミツのサインが出
ているのを知っていますか?
このプログラムでは、実際に病院で使われている道具を用
いて、元気のヒミツや大事なサインを見つける方法を学び
ます。さらに私たちの元気の味方、医療現場で働く人たち
の技（わざ）や、とっさの時に元気を取り戻すためのヒミ
ツの方法にも迫る体験ができます。
医療や看護、そして人の体に興味のある皆さん、ぜひご参
加ください。お待ちしています。

横浜市立大学医学部看護学科 小３～小６ 30名

10 金沢 10時～12時 ―  不用になった素材で工作しよう!アップサイクル体験!

日常で目にする「ごみ」のことについて考えてみよう。
「ごみ」の知らなかったことがわかるよ。
不用になったものは全部「ごみ」? 工作の時間で不用に
なった素材を使って新しいものを創ることで、「安易にご
みにしない」「もったいない」という心を育み、ものづく
りの楽しさを体験できます。

武松商事株式会社 小５～小６ 10名

11 金沢 ―

１回目
10 時～12 時
２回目
13時30分～15時30分

みんなが捨てたごみはどこへ行くのかな?

ごみ収集の仕事を体験したり、ごみ収集車に乗ってごみ焼
却工場の中を探検できます。
また、ごみクレーン運転や機械の修理など、ごみ焼却工場
で働くひとたちの仕事も疑似的に体験していただけます。
サイエンス教室では、ごみについての科学的なことを楽し
く見て学べます。

横浜市資源循環局金沢工場 小３～６
各回８名
計16名

 Ⅴ 【参考資料】プログラム一覧（詳細）
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No. 会場（区） 実施時間（16日㊌） 実施時間（17日㊍） プログラム プログラム内容 企業・団体等名称 対象者 定員

12 港北

1回目
10時～12時
2回目
14時～16時

― 世の中を便利にするコンピュータのお仕事を学ぼう!

コンピュータがどんなところで使われているのか、どのよ
うに私たちの生活に役立っているのか一緒に考えましょ
う。
世の中をどんどん便利にする仕事について理解を深めま
しょう。

株式会社タスクフォース 小３～小６
各回6名
計12名

13 栄

１回目
９時～12時
２回目
14時～17時

１回目
９時～12時
２回目
14時～17時

見て、触って、乗って、車のエネルギーを体感しよう!

工場内のショールーム（屋内）内でガソリンスタンドの地
下にあるタンクを見たり、実際のガソリン給油機に触って
給油体験をしたり、水素で走る車に乗り（工場内）燃料電
池自動車の仕組みを学ぶ。又EV（電気）自動車への充電
方法を知る。

株式会社タツノ（横浜工場） 小３～小６
各回20名
計80名

14 都筑 14時～15時30分 14時～15時30分 学芸員と一緒に博物館の裏側を体験しよう!
博物館のウラガワの探検を通じて、ミュージアムの役割や
学芸員の仕事、横浜の文化財について体験し学びましょ
う。

横浜市歴史博物館 小3～小6
各回10名
計20名

15 都筑 ― 13時～15時 ごみ焼却工場のお仕事を体験しよう!
バスに乗車して普段見ることのできないごみ焼却工場の内
部を見学できます。ごみクレーンの操作体験もできます。

横浜市資源循環局都筑工場 小3～小6
40名
（保護者・同
伴者も含む）

16 戸塚 ― 13時30分～15時30分
石の鑑定会 ー 皆さんの持っている
石が何か一緒に勉強しましょう。

どこかで拾った石や買った石、もらった石などで名前がわ
からない、どんな性質の石か知りたいというものがあれば
持ってきていただき、その石の名前や性質を講師が鑑定し
ます。また講師が用意する水晶方解石という石を使って簡
単な実験をしてその石の勉強をします。

神奈川鉱物研究会 小４～小６ 30名

17 戸塚 ―

１回目
9時～12時
２回目
13時～16時

子ども薬剤師体験セミナー
白衣を着て本物の機械や道具を使って薬剤師の仕事を体験
してみよう!最後に修了証を交付します!

横浜薬科大学 小４～小６
各回15名
計30名

18 戸塚 13時30分～15時30分 ― この夏「なぜ?」に挑む! 『子どものための哲学カフェ』 

「なぜ勉強をしなきゃいけないの?」「なぜ大人の言うこ
とを聞かなきゃいけないの?」「友だちって?」
こういう疑問の答えって本当にあるんだろうか?
一つの「なぜ」を集まったみんなで真剣に考えてみたい。
誰かの意見を聞いているうちに自分の考えが変わったり、
何か大きな発見をするかも知れない。
自分の言葉で語り、考えること、それは哲学の始まり。
さぁ、頭の中の大冒険に出発しよう!

アートの時間 小５～６ 10名

19 戸塚 ― 10時～12時 「地域に残る伝説」を腹話術で語り伝えよう

子どもからお年寄りまで、誰もが楽しめる腹話術。
気軽にたのしく腹話術を体験してみませんか?
パペット人形を使い、プロの腹話術師より、声の出し方、
人形の動かし方を学べます。
（腹話術は教育や福祉、地域貢献など様々な機会で活用が
期待でき、豊かな可能性が広がります。）

とつかコラボ倶楽部きずな腹話術 小３～小６ 20名

20 中 ―

1回目
10時30分～12時
2回目
14時～15時30分

アナウンサーと学ぶ!伝わる朗読

３年生国語(下)の中にある、あまんきみこ作「ちいちゃん
のかげおくり」を題材として取り上げます。
ちいちゃんの気持ち、作者・あまんきみこの気持ち、そし
て読んでいる自分自身の気持ちを、どのように言葉で表現
できるか、聞く人にどう伝えられるのか・・・・
プロのアナウンサーと考えながら共に挑戦します。

大佛次郎記念館 小４～小６
各回10名
計20名
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No. 会場（区） 実施時間（16日㊌） 実施時間（17日㊍） プログラム プログラム内容 企業・団体等名称 対象者 定員

21 中

1回目
10時～12時
2回目
14時～16時

― 学芸員のお仕事体験をしてみよう!

博物館には三つの大切な役割「保つ」「調べる」「見せ
る」があります。
今回はその中で「調べる」「見せる」の役割に挑戦!
横浜とも関係がある「青い目の人形」について、人形を前
に学芸員からお話しを聞いた後で、人形について説明する
文章を作るお仕事を体験していただきます。

横浜人形の家 小３～小６
各回10名
計20名

22 中 ―

1回目
10時～12時
2回目
14時～16時

重ねて発見! ダンボールで横浜のジオラマを作ろう

私たちのまち横浜は、どんな地形になっているのかな?
ダンボールを積み重ねて関内周辺のジオラマを作って、地
形のとくちょうや歴史、防災のことについて考えてみよ
う。学校で習う吉田新田のこともよくわかるよ!

一般社団法人
防災ジオラマ推進ネットワーク
オフィス

小４～小６
各回12名
計24名

23 中

１回目
10時～11時30分
２回目
14時～15時30分

１回目
10時～11時30分
２回目
14時～15時30分

議事堂探検!議員を体験!

「自分たちの住んでいる街の大切なことが、どのように決
められていると思いますか?」
★普段入れない議事堂内を特別公開!動画やクイズを交え
て、議会の仕組み、議員の仕事内容をわかりやすく紹介し
ます。プログラムの後半では実際に議員席に座って議員体
験ができます。

横浜市会議会局政策調査課 小３～小６
各回40名
計160名

24 中 ―

１回目
9時30分～12時
２回目
13時30分～16時

キッズ・マネースクール 
本店内の見学、お札の数え方体験等を通じて信用金庫の仕
事と役割を学ぼう!

横浜信用金庫 小４～小６
各回20名
計40名

25 中

１回目
10時～11時15分
２回目
13時～14時15分
３回目
14時30分～15時45分

― 建設のお仕事を体験してみよう!
建設工事に関するお仕事について、体験と講話から楽しく
学んでもらいます。 プログラムを通じて、建設業の大切
さや楽しさを知っていただき、理解を深めてもらいます。

一般社団法人横浜建設業協会／
横浜建設業青年会

小３～小６
各回15名
計45名

26 中

１回目
10時～12時
２回目
13時30分～15時30分

―
子どもアドベンチャーカレッジ2023

～お金のおもさを感じよう!～

お金の流れ、銀行の役割を知ってもらう職業体験を実施い
たします。実際にお金を持って「おもさ」「大切さ」を一
緒に学びましょう!
【実施予定内容】
１．お金の歴史、銀行の仕組みについて
２．本店営業部見学・体験
３．紙幣の数え方・お小遣い帳の使い方
４．お金のおもさ当てクイズ(本物の一億円の束のおもさ
体験)
※新型コロナウイルス感染拡大状況により、変更となる可
能性もございます

株式会社神奈川銀行 小３～小４
各回12名
計24名

27 中

１回目
10時～12時
２回目
14時～16時

１回目
10時～12時
２回目
14時～16時

最高をめざせ!ペーパータワーチャレンジ!

参加者がチームをつくり、知恵と力を合わせて高いタワー
を建設するプログラムです。
材料は紙!詳しいルールは当日発表です。
高いタワーはどうして倒れないの?人間はどうして高いタ
ワーを建てるの?そんな疑問が解決できるかも。

公益財団法人横浜市建築保全公社 小３～小６
各回24名
計96名

28 中

１回目
10時～12時
2回目
14時～16時

１回目
10時～12時
2回目
14時～16時

「情報の森」冒険の心得を取材し、新聞にしよう!

ニュースパーク（新聞博物館）で「情報の森」を冒険する
のに必要なこころえを取材し、その結果を記事にまとめた
新聞をパソコンで作ります。
元新聞記者が取材の仕方や記事のまとめ方・見出しのつけ
方などをレクチャーします。新聞はプレゼント。

ニュースパーク（日本新聞博物館） 小３～小６
各回20名
計80名

29 中 ―

１回目

10時～12時

２回目

14時～16時

食の多様化について。
ホテルシェフと一緒に調理＆試食を楽しもう

横浜市の有名ホテルシェフから食文化や料理の多様性を学
び、簡単に作れて美味しいフラワーおにぎりや、夏に食べ
たいデザートなど皆で一緒に作るクッキングセミナーを楽
しもう!  ※調理中は保護者の方は別室に待機いただきま
す。シェフがお子様の補助をします（写真撮影可）

一般社団法人 全日本司厨士協会
関東総合地方本部
神奈川県本部

小４～小６
各回17名
計34名

30 中

１回目
10時～11時30分
２回目
13時～15時
３回目
15時～17時

１回目
10時～12時
２回目
13時～15時
３回目
15時～17時

スポーツチームのお仕事を体験してみよう!

横浜市には、全国で活躍するトップスポーツチームが13
チームあります!
「どうしたらファンを増やせるかな?」 「どんな応援
グッズが喜ばれるだろう・・・」 チームを支えるスタッ
フの皆さんと一緒に、考えてみましょう!

横浜市にぎわいスポーツ文化局
スポーツ振興課
（協力:横浜DeNAベイスターズ、
Y.S.C.C.、横浜FC、横浜F・マリノ
ス、横浜エクセレンス、横浜キヤノ
ンイーグルス）

各回異なり
ます。
ホームペー
ジをご参照
ください。

各回異なりま
す。
ホームページ
をご参照くだ
さい。
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31 中

１回目
10時～11時
２回目
14時～15時

１回目
10時～11時
２回目
14時～15時

税金を知ろう!～税金謎解きゲーム～
税金について知っていただくためのクイズなどを用意した
ブースを出展します。全問正解を目指しながら、楽しく税
金を学びましょう。

横浜市租税教育推進協議会 小３～小６
各回15名
計60名

32 中

１回目
9時～12時
２回目
13時30分～16時30分

―
脱炭素社会実現に役立つ

バイオマス発電所の仕組みを学ぼう!

社員講師からバイオマス発電プラントの燃料や仕組みにつ
いてのお話を聞いて、発電所の仕組みとこの発電方式が脱
炭素社会実現にどのように役立つのかを学びましょう。

三菱重工パワーインダストリー
株式会社

小６
各回30名
計60名

33 中 9時～12時 ―
地名からまちを探ろう!

-もし地震や火災が起きたらどうする?-

「横浜ってなんで横浜っていうの?」そんな疑問からまち
を探り、魅力や弱点を見つけよう!
もし火災が起こった時、まちがどうなるかのシミュレー
ションも実演します。
また、いざというときやキャンプでも使える防災術「簡易
ランタン」を使って、自分だけのランタンアートを体験で
きます。

横浜市都市整備局防災まちづくり
推進課

小３～小４ 15名

34 中 ― 13時～16時30分 夏休み子ども貿易教室

貿易や横浜港について学んだあと、普段は入ることのでき
ない本牧ふ頭コンテナターミナルで、港湾施設や荷役作業
を見学します。
現場の様子はそのときの港や物流の状況によってさまざま
ですが、コンテナを運ぶガントリークレーンやフォークリ
フトを間近でみられる可能性大です。

公益社団法人 横浜貿易協会 小４～小６ 15名

35 中 ９時～11時30分 ―
まち探検へレッツゴー!

～自分だけのガイドマップをつくろう～

まちを探検しながら「面白いな!」「ステキだな♪」と感
じる『まちのお気に入り』を探してみよう!
探検中に撮影した写真やシールを使って、自分だけのガイ
ドマップをつくってもらいます☆

横浜市都市整備局景観調整課 小３～小６
８名
（要保護者同
伴）

36 中

１回目
10時30分～12時
２回目
13時30分～15時

― 横浜市の友好交流自治体　道志村と昭和村を体験だ!

横浜の水源地【道志村】:水を蓄え、水を浄化し、洪水を
緩和する水源林の働きについて、実験を通して学びます。
更に、蚕とSDGsのお話や間伐材を使ったパズル遊びも行
います。

野菜大国【昭和村】:農家さんとの交流を通じて、リアル
な農業を学びます。また、昭和村の畑と会場をオンライン
でつなぐことで、リモートで農業を体験します。

横浜市政策局広域行政課
横浜市水道局広報課
山梨県道志村
群馬県昭和村

小３～小６
各回20名
計40名

37 西

１回目
10時～12時
２回目
15時～17時

１回目
10時～12時
２回目
15時～17時

コールセンターお仕事体験!
もしも自動車事故がおきたら?

受付コールセンターの本物の電話受付システムとインカム
を使って、自動車事故の受付の体験ができます。
テレビＣＭでもおなじみドラレコ映像を見ながらやってみ
ましょう。簡単なスクリプトを見ながら話をするので、誰
でもコミュニケーター気分を味わえます。
どんな風に電話がかかってくるのかな。親子で対話しなが
ら、受付を楽しんでね。
保険のしくみを分かりやすく学ぶ、お勉強の時間もありま
すよ。

あいおいニッセイ同和
損害保険株式会社

小３～小６
各回10名
計40名

38 西

１回目
10時30分～12時
２回目
14時～15時30分

― 「つかう」ことで森林を守ろう!

みなさんが普段使っている机に使われている木はどこから
来ているか知っていますか?もしかしたらそれは「熱帯
林」から運ばれてきた木かもしれません。その熱帯林が
今、減ってきています。未来に熱帯林を残すために働く国
際機関の仕事から、木を上手に「つかいながら守る」方法
について、一緒に考えてみませんか?

横浜市国際局国際協力課
国際熱帯木材機関（ITTO）

小４～６
各回20名
計40名

39 保土ケ谷 ― 14時～16時30分 横浜のみどりを守る!生きものレンジャーになろう

身近な生きものやそのすみかを守る方法について、生きも
のクイズや野外での体験をとおして楽しく学びます。
昨年つくったエコスタックの利用状況を調べたり、さらに
生きものがすみやすくなる環境をつくったり、「生きもの
を守るお仕事」を体験しながら、横浜のみどりをもっと豊
かにすることについて考えていきます。

横浜市環境創造局環境活動支援セン
ター

小３～小６ 15名

40 緑 13時～17時 13時～17時 看護やリハビリのお仕事を体験してみよう!
病院などで使う道具を使って、看護師・理学療法士・作業
療法士のお仕事を体験することができます。 先生や学生
からお話を聞いて、病院の中での役割を学びましょう。

昭和大学保健医療学部 小３～小６
各回30名
計60名

41 緑

１回目
10時～12時
２回目
13時～15時

― SDGsを通じてNPOのお仕事を理解しよう!

SDGs横浜18区パズルを体験して、持続可能な仕事とは?
を学び、みんなの住んでる地域（横浜）にも興味を持って
もらいます。
NPO法人とはどんなお仕事なのか理解し、将来の仕事の選
択肢に、多様性を取り入れるきっかけづくりの場を提供し
ます。

特定非営利活動法人
まちづくりエージェント
SIDE BEACH CITY.

小３～小６
各回15名
計30名

42
泉、港南
栄、戸塚

１回目
９時30分～11時30分
２回目
13時30分～15時30分

１回目
９時30分～11時30分
２回目
13時30分～15時30分

めざせ!お箸マイスター 箸を作って、使って、考えよう。

和食は世界へ誇る日本の伝統食です。その和食を日常的に
いただくために箸はかかせません。箸は単なる食具ではな
く、命を繋ぎそして感謝するための日本の文化として捉え
ます。
世界中の箸にも目を向けながら、日本の箸の語源、歴史か
ら箸のあらゆる意味を学び、自分の手に合う箸のサイズを
測り、箸作り体験をします。
また、箸を正しく使える持ち方、更に茶碗と箸の持ち方も
身に付け、美しい所作で食事をすることを目的とします。

NPO法人 みんなのお箸プロジェク
ト

小３～小６

1回目 50名
2回目 60名
3回目 45名
4回目 30名
計185名
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